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(57)【要約】
【課題】本発明は、使い勝手がよく使用安全性を備えた
昇降式カーテンを提供する。
【解決手段】カーテン１は回し棒５及びロールパイプ３
１の間に設けられ、回し棒５の回転をロールパイプ３１
に伝達する伝達手段４を有し、更に伝達手段４が不動に
係止されるための係止ユニットが設けられ、更に伝達手
段４には伝達手段が常に不動に係止される不動状態に保
持されるように付勢する弾性部材４３が装着されている
。回し棒５は、不動状態と、不動状態を解除して伝達手
段４が可動である可動状態とに移動自在に設けられてい
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　窓枠に取り付けられるトップフレームと、前記トップフレームに回転可能に設けられて
いるロールパイプと、前記ロールパイプに巻回されるスクリーンであって、前記トップフ
レームから垂れ下げられるように設けられている前記スクリーンと、前記ロールパイプを
回転させるための回し棒と、前記回し棒と前記ロールパイプとの間に設けられている伝達
手段であって、前記回し棒の回転を前記ロールパイプに伝達するための前記伝達手段とを
備えているカーテンであって、
　前記伝達手段を固定状態で係止するための係止ユニットを備えている前記カーテンにお
いて、
　前記伝達手段には、前記伝達手段を常に固定状態で係止されている不動状態に保持する
ように付勢する弾性部材が設けられており、
　前記回し棒は、前記不動状態と、前記不動状態が解除され前記伝達手段が可動とされる
可動状態とを自在に移行させるように設けられていることを特徴とする昇降式カーテン。
【請求項２】
　前記伝達手段が、互いに着脱可能に嵌合される複数の歯車を有しており、
　複数の前記歯車のうち第１の歯車が、前記回し棒の動作に連動可能なように前記回し棒
と連結され、第２の歯車が、前記第１の歯車と着脱可能に嵌合され、前記ロールパイプが
連動して回転可能に前記ロールパイプと連結されていることを特徴とする請求項１に記載
の昇降式カーテン。
【請求項３】
　前記トップフレームには、前記伝達手段を装着するための配置空間を形成する取付ハウ
ジングが設けられ、
　前記係止ユニットが、前記歯車を嵌入し前記不動状態で係止するために、前記取付ハウ
ジングに設けられている切欠を有していることを特徴とする請求項２に記載の昇降式カー
テン。
【請求項４】
　前記第１の歯車と前記第２の歯車とが、互いに直交して嵌合されるように着脱可能に設
けられており、
　前記第２の歯車は、その軸と同軸状に且つその前記第１の歯車側の端部より延びる従動
軸が突き出されて設けられ、
　前記係止ユニットが、前記回し棒の長さ方向に沿った軸方向において前記第１の歯車か
ら突出している係止ブロックと、前記従動軸の軸を中心として前記係止ブロックが嵌合可
能な角度の間隔で前記第２の歯車に設けられた複数のリブとを有していることを特徴とす
る請求項２に記載の昇降式カーテン。
【請求項５】
　前記係止ユニットが、前記第２の歯車の歯同士の間に形成されたスロットにおいて前記
第２の歯車の軸周りの周面より窪むように、且つ、内向きに切り欠かれ、前記第１の歯車
の歯が嵌入されように設けられた係止溝を有しており、
　前記係止溝の数が、前記スロットの数より少ないことを特徴とする請求項２に記載の昇
降式カーテン。
【請求項６】
　前記スクリーンが、その幅方向において水平に延在している直線状の連結部材であって
、前記スクリーンの上下方向において所定間隔で離隔して並列されている複数の前記連結
部材が設けられ、
　前記スクリーンの前記連結部材が設けられた側には、前記連結部材と前記スクリーンと
の間に前記ロールパイプ及び前記連結部材を連結するプルシートが設けられていることを
特徴とする請求項１～５のいずれかの一項に記載の昇降式カーテン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、カーテンに関し、特にスクリーンを折り畳んだり展開することにより上下さ
せて開閉を行う昇降式カーテンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１０は、従来技術に基づく昇降式カーテンの一例を表わす。昇降式カーテン９は、例
えば窓枠８の上枠８１に取り付けられるトップフレーム９１と、トップフレーム９１から
垂れ下げ可能で一面に展開可能な面状部材であるスクリーン９２１と、スクリーン９２１
を昇降させるための昇降操作装置とを備えている。昇降操作装置は、スクリーン９２１の
上端部がトップフレーム９１に巻回されるように取り付けられたロールパイプ９２２と、
ロールパイプ９２２の回転を駆動操作する回し棒９０と、回し棒９０の操作によって回転
力をロールパイプ９２２に伝達する伝達部材９３（図１１）とを有している。スクリーン
９２１の窓枠８側には、スクリーン９２１の昇降する方向に沿った上下方向に対して直角
な水平方向に沿って、例えばつまみ縫いによって所定の間隔で列状に配列されている畳み
込み部材９２４、９２４、・・・と、畳み込み部材９２４、９２４、・・・を連結してい
るプルシート９２３とが設けられており、プルシート９２３の上端部が、ロールパイプ９
２２に巻回されるように連結されている。このように、カーテン９では、回し棒９０の操
作によって伝達部材９３を介してロールパイプ９２２を回転させることによって、スクリ
ーン９２１を畳み上げたり降ろしたりすることができる。伝達部材９３は、回し棒９０と
同軸に且つ連動可能に連結されている第１の歯車９３１と、第１の歯車９３１に嵌合する
と共にロールパイプ９２２と連動可能に連結されている第２の歯車９３２とを有している
。また、回り止めとして係止溝９４１を具備する固定部材９４が、回し棒９０を操作不能
とすることによってスクリーン９２１を所望の高さで止めるために、窓枠８の下枠８２に
取り付けられており、固定部材９４に対応して係止可能な固定部９０１が、回し棒９０に
設けられている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】Kenney Manufacturing Company, Truly Cordfree ローマンシェード製
品
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような昇降式カーテンでは、第１の歯車９３１が回し棒９０の回転に連動して回転
すると、第２の歯車９３２も連動して回転する。この場合、ロールパイプ９２２が連動し
て回転し、プルシート９２３が連動して巻き上げられたり下げられたりすることによって
、スクリーン９２１が所定の高さに畳み上げられたり、垂れ下げられたりする。スクリー
ン９２１が所定の高さになると、固定部９０１が固定部材９４に嵌合されることによって
、回し棒９０は定位置に固定される。しかし、回し棒９０を所定の角度に回さなければ固
定部９０１を固定部材９４に嵌合することができないので、使い勝手が悪いという問題点
が存在する。また、固定部９０１が固定部材９４から脱離すると、スクリーン９２１が自
重によって垂れ下がることがあり、使用上の安全性に欠けるという問題点もある。
【０００５】
　本発明の目的は、上記問題点を解決するものであり、使い勝手が良く使用上の安全性が
向上された昇降式カーテンを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は、窓枠に取り付けられるトップフレームと、トッ
プフレームに回転可能に設けられているロールパイプと、ロールパイプに巻回されるスク
リーンであって、トップフレームから垂れ下げられるように設けられているスクリーンと
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、ロールパイプを回転させるための回し棒と、回し棒とロールパイプとの間に設けられて
いる伝達手段であって、回し棒の回転をロールパイプに伝達するための伝達手段とを備え
ているカーテンであって、伝達手段を固定状態で係止するための係止ユニットを備えてい
るカーテンにおいて、伝達手段には、伝達手段を常に固定状態で係止されている不動状態
に保持するように付勢する弾性部材が設けられており、回し棒は、不動状態と、不動状態
が解除され伝達手段が可動とされる可動状態とを自在に移行させるように設けられている
ことを特徴とする昇降式カーテンを提供する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明における昇降式カーテンでは、回し棒を下側に引くように操作すると、伝達手段
が連動して係止ユニットとの係止から解除される。これにより、伝達手段は、不動状態か
ら可動状態になる。さらに、回し棒を回すと伝達手段が連動して回転しロールパイプが連
動して回転される。これによってスクリーンが所定の高さになるように巻き上げたり下げ
たりすることができる。また、回し棒から手を放すと、伝達手段が弾性部材によって上側
に移動され、再び係止ユニットに係止及び固定され、伝達手段を再び可動状態から不動状
態に移行させることができる。従って、使い勝手が良好で使用上の安全性を備えた昇降式
カーテンが得られる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明における昇降式カーテンの第１の実施例の概略図である。
【図２】昇降式カーテンの一部分を拡大した分解斜視図である。
【図３】図２に表わす一部分の組立図である。
【図４】第１の歯車が第１のハウジング内に係止された状態を表わす組立斜視図である。
【図５】第１の歯車が回転可能な状態を表わす組立断面図である。
【図６】第１の歯車が降下して回転可能な状態になっている、第２の実施例における昇降
式カーテンの一部分の拡大図である。
【図７】図６における第１の歯車が回転可能な状態を表わす。
【図８】第３の実施例における昇降式カーテンの伝達手段を表わす斜視図である。
【図９】図８における第１の歯車が係止された状態を表わす。
【図１０】従来技術に基づく昇降式カーテンの一例を表わす。
【図１１】図１０に表わすカーテンの一部分を拡大した分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明における昇降式カーテンの実施形態について、添付図面を用いて以下に説明する
。
【００１０】
（第１の実施例）
　図１は、本発明の第１の実施例における昇降式カーテンを表わす。図１に表わすように
、カーテン１は、例えば窓枠の上枠（図示しない）に取り付けられるトップフレーム２と
、トップフレーム２に回転可能に設けられているロールパイプ３１と、一面に展開可能な
スクリーン３２であって、その上端部がロールパイプ３１に巻き付けられていると共にト
ップフレーム２から垂れ下げられるように設けられているスクリーン３２と、ロールパイ
プ３１を回転させるための回し棒５と、回し棒５の回転をロールパイプ３１に伝達するた
めの伝達手段４とを備えている。
【００１１】
　トップフレーム２は、窓枠の上枠に取り付けられており、スクリーン３２の幅方向にお
いて水平に延在しているベース壁２０と、ベース壁２０の長手方向における端部それぞれ
に設けられた第１のブラケット壁２１及び第２のブラケット壁２２とによって、ロールパ
イプ３１を配置するための取付空間を形成するように構成されている。
【００１２】
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　第１のブラケット壁２１は、ベース壁２０の一方の端部から取付空間に向かう内向方向
に延伸していると共にベース壁２０に固定されている固定壁部２１１と、固定壁部２１１
の基端部から下向きに延伸している垂直壁部２１２とから略Ｌ字状に構成され、第１のブ
ラケット壁２１の内側には伝達手段４を装着するための取付ハウジング２３が設けられて
いる。垂直壁部２１２には、舌片２１３は、舌片２１３の基部が垂直壁部２１２と連結さ
れるように内向きに曲げ出されている。垂直壁部２１２には、舌片２１３が曲げ出される
ことによって形成された開口が設けられている。
【００１３】
　第２のブラケット壁２２は、ベース壁２０の他方の端部から取付空間に向かう内向方向
に延伸していると共にベース壁２０に固定されている固定壁部と、固定壁部の基端部から
下向きに延伸している垂直壁部とから略Ｌ字状に構成されている。
【００１４】
　取付ハウジング２３は、第１のハウジング２３ａ及び第２のハウジング２３ｂが互いに
対向するように、且つ、第１のハウジング２３ａ及び第２のハウジング２３ｂを係合して
組み合わせることによって、伝達手段４を設置するための配置空間２３０を形成するよう
に構成されている。
【００１５】
　第１のハウジング２３ａは、垂直壁部２１２に対面して当接する直立壁部２３３と、直
立壁部２３３の下端部から延伸していると共に略Ｕ字状断面を具備する底壁部２３２とを
有している。
【００１６】
　配置空間２３０内には、伝達手段４が動作不能に固定されるための係止ユニットが設け
られている。当該実施例では、係止ユニットとして、固定ブロック４４が、配置空間２３
０側の表面部から突出して直立壁部２３３に形成されており、固定ブロック４４は、舌片
２１３を挿入及び係止するための挿入孔４４１と、伝達手段４を係止して所定の位置に固
定するための切欠４４２、４４２とを備えている。
【００１７】
　底壁部２３２には、伝達手段４を設置するための第１の装着孔２３６が設けられている
。底壁部２３２における第１の装着孔２３６側の内面に階段状に縮径して形成された小径
部及び大径部によって生じた段差が、環状肩面２３７として形成されている。
【００１８】
　第２のハウジング２３ｂは、直立壁部２３３に対して所定の間隔で対向している対向壁
部２３４と、対向壁部２３４の上端部から外向きに延伸しているように、且つ、略Ｕ字状
断面を具備するように形成されている上壁部２３５とを有している。対向壁部２３４には
、伝達手段４を設置するための第２の装着孔２３８が設けられている。対向壁部２３４の
第２の装着孔２３８側の内面には、階段状に縮径して形成された小径部及び大径部によっ
て生じた段差が、環状肩面２３９として形成されている。
【００１９】
　スクリーン３２は、トップフレーム２から垂れ下げられており、また、巻き上げられた
時にはトップフレーム２の近くまで畳み上げることができ、降ろされた時には折り畳み状
態から解放されて展開される部材である。なお、当該実施例では、スクリーン３２として
、垂れ下げられてたときに一面に展開されるようになっている面状部材を用いている。当
該実施例では、スクリーン３２は、スクリーン３２の幅方向において水平に延在している
棒状部材であって、スクリーン３２の上下方向において所定間隔で並列配置されている複
数の連結部材３２３を備えている。これによって、スクリーン３２を水平に折り畳んでた
くし上げることができると共に、連結部材３２３の重量によってスクリーン２２に平面性
を付与し、且つ、適度な張りを持たせることができる。
【００２０】
　スクリーン３２の連結部材３２３が設けられた側３２１には、連結部材３２３、３２３
、・・・を連結しているプルシート３２２が、連結部材３２３とスクリーン３２との間に
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設けられている。プルシート３２２においては、一方の端部がロールパイプ３１に巻き付
けられるように連結されており、他方の端部が最下位置の連結部材３２３と連結されてい
る。
【００２１】
　ロールパイプ３１は、ブラケット壁２１、２２によってベース壁２０に対して軸回転可
能にトップフレーム２の取付空間内に固定されており、伝達手段４を介して回し棒５の回
転に連動して回転するようになっている。
【００２２】
　伝達手段４は、取付ハウジング２３の配置空間２３０内に配置されており、第１の装着
孔２３６に通じて環状肩面２３７に係止されて装着されている第１の歯車４２１と、第１
の歯車４２１と直角に嵌合するように、第２の装着孔２３８に通じて環状肩面２３９に係
止されて装着されている第２の歯車４２２とを有している。
【００２３】
　第１の歯車４２１は、回し棒５と連結されている直線状の入力軸４２４と、入力軸４２
４の出力側端部の周縁に所定の角度で離隔配置されていると共に入力軸４２４に沿った軸
方向に対して直角に突出している、複数の歯を具備する伝動部４２３とを有している。伝
動部４２３は、その歯によって切欠４４２に回転不能に係止され得る。また、切欠４４２
の数は２つに制限されず、１つだけでも良い。
【００２４】
　第２の歯車４２２は、ロールパイプ３１と連結されている出力軸４２６と、出力軸４２
６の入力側端部の周縁に互いに対して所定の角間隔で離隔配置されていると共に出力軸４
２６に沿った軸方向に対して直角に突出している複数の歯であって、伝動部４２３の複数
の歯と嵌合する複数の歯を具備する従動部４２５とを有している。
【００２５】
　また、底壁部２３２と伝動部４２３との間において、第１の歯車４２１は、第１の歯車
４２１が配置空間２３０に向かって上昇して、係止ユニットとしての固定ブロック４４に
係止されるために、常に出力軸４２６の軸方向において配置空間２３０に向かって移動す
るように、且つ、第１の歯車４２１及び第２の歯車４２２が常に不動に係止されている不
動状態に保持されるように付勢するために、例えば螺旋状バネのような弾性部材４３が、
環状肩面２３７に当接して装着されている。
【００２６】
　図２に表わすように、回し棒５は、枢支部材５１を介して回動可能に伝達手段４に連結
されており、伝達手段４の不動状態と、不動状態が解除され伝達手段４が可動とされる可
動状態とを自在に切り替えられるように構成されている。
【００２７】
　以上のように構成された昇降式カーテンの動作及び作用について、以下に説明する。
【００２８】
　図１は、スクリーン３２が下げられて展開されている状態を表わす。この状態では、図
３と図４に表わすように、弾性部材４３による付勢によって第１の歯車４２１が回し棒５
に沿って上方に移動され、第１の歯車４２１の歯が２つの切欠４４２、４４２に嵌入され
係止される。これによって、第１の歯車４２１と第２の歯車４２２とが相対的に回転する
ことができない不動状態で定位置に固定され、ロールパイプ３１も回転不能に固定される
ので、プルシート３２２が下げられ展開された状態と同様に、スクリーン３２も垂れ下げ
られる。
【００２９】
　スクリーン３２を巻き上げる場合には、回し棒５を下側に引くように操作すると、第１
の歯車４２１が回し棒５の移動に連動し、弾性部材４３の付勢力に抗して下側に移動する
。第１の歯車４２１が下側に移動すると、図５に表わすように、切欠４４２から脱離し、
切欠４４２との係合状態から解除される。これにより、伝達手段４は不動状態から可動状
態に移行する。可動状態に移行させた後に、回し棒５を回転させる。回し棒５が回転する
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と、第１の歯車４２１が連動して回転し、第２の歯車４２２も連動して回転する。これに
よってロールパイプ３１が回転するので、プルシート３２２が巻き上げられる。従って、
プルシート３２２の巻上げによって、スクリーン３２が畳み上げられる。
【００３０】
　スクリーン３２が所定の高さに到達した場合に回し棒５を下側に引かずに手放せば、弾
性部材４３によって第１の歯車４２１が上側に移動され、第１の歯車４２１の歯が再び切
欠４４２に嵌合され固定される。これによって、図３に表わすように、第２の歯車４２２
とロールパイプ３１が再び回転不能に固定され、伝達手段４が再び可動状態から不動状態
に移行する。従って、スクリーン３２を所定の高さに止めることができる。
【００３１】
　以上のように、本発明に係るカーテン１は、従来のカーテンのようにわざわざ回し棒９
０を窓枠８側に固定する必要が無い。また、単に回し棒５を放すことによって第１の歯車
４２１を回転不能に係止することができるので、スクリーン３２は自重によって自然と垂
れ下がることもない。
【００３２】
（第２の実施例）
　図６及び図７は、第２の実施例における昇降式カーテンの一部分の拡大図であり、係止
状態が解除され回転可能な状態にある第１の歯車を表わす。
【００３３】
　第１の実施例では、係止ユニットが取付ハウジングに設けられている場合について説明
したが、このような実施例に限定される訳ではない。例えば当該実施例では、係止ユニッ
トが伝達手段４に設置されている。具体的には、回し棒５の長さ方向に沿って配置空間２
３０に向かって突出している係止ブロック４４３が、第１の歯車４２１に設けられている
。出力軸４２６の突出方向とは逆方向の配置空間２３０に向かって同軸に突出している従
動軸４４４が、第２の歯車４２２に設けられている。複数のリブ４４６が、互いに係止ブ
ロック４４３が嵌合可能となる角度の間隔４４６ａで従動軸４４４の周囲に突出して設け
られている。
【００３４】
　第１の歯車４２１がバネ４３によって上側に移動されると、係止ブロック４４３がリブ
４４６同士の間の間隔４４６ａ内に嵌入され係止される。このように、回し棒５を下側に
引かずに手放すと、第１の歯車４２１が第２の歯車４２２に対して定位置に固定されるの
で、スクリーン３２が所定高さに到達した場合に回し棒５から手を放すと、第１の歯車４
２１と第２の歯車４２２とが回転不能な不動状態で定位置に固定され、ロールパイプ３１
を回転不能に固定することができる。従って、スクリーン３２を所定の高さに固定するた
めに、別の回し棒５のための固定手段を設ける必要が無い。
【００３５】
（第３の実施例）
　図８及び図９は、第３の実施例における昇降式カーテンの一部分の拡大図であり、第１
の歯車が第２の歯車に係止されている状態を表わす。
【００３６】
　当該実施例では、係止ユニットには、係止溝４４５が、第２の歯車４２２の従動部４２
５の歯同士の間のスロットにおいて出力軸４２６の従動部４２５側の周面４２７より窪む
ように、且つ、その歯の突出方向に沿って内向きに切り欠かれ、第１の歯車４２１の歯が
嵌入されるように設けられている。なお、当該実施例では、好ましくは、係止溝４４５の
数は、従動部４２５の歯同士間のスロットより少ない。また、第１の歯車４２１の歯が嵌
入されるように、係止溝４４５の溝幅を第１の歯車４２１の歯の幅と略同一又は僅かに大
きくすることが望ましい。
【００３７】
　このような構成であっても、第１の実施例と同様の効果を得ることができる。
【００３８】
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　以上のように、本発明における昇降式カーテン１では、回し棒５を下側に引くように操
作すると、第１の歯車４２１が連動するので係止ユニットとの係止が解除され、第１の歯
車４２１が回し棒５の回転に連動して回転し、第２の歯車４２２は第１の歯車４２１の回
転に連動して回転する。第２の歯車４２２が第１の歯車４２１の回転と連動して回転する
と、ロールパイプ３１が連動して回転される。これによってスクリーン３２を所定の高さ
に到達するように巻き上げたり下げたりすることができる。また、回し棒５から手を放す
と、第１の歯車４２１が弾性部材４３によって上側に移動され、伝達手段４が再び係止ユ
ニットに係止され、不動状態で固定され得る。従って、使い勝手が良く、使用上の安全性
を備えた昇降式カーテンが得られる。
【産業上の利用可能性】
【００３９】
　本発明における昇降式カーテンは、スクリーンを畳み上げたり下げて展開されたりする
カーテンに有用である。
【符号の説明】
【００４０】
　　　１　　カーテン
　　　２　　トップフレーム
　　２０　　ベース壁
　　２１　　第１のブラケット壁
　２１１　　固定壁部
　２１２　　垂直壁部
　２１３　　舌片
　　２２　　第２のブラケット壁
　　２３　　取付ハウジング
　　２３ａ　第１のハウジング
　　２３ｂ　第２のハウジング
　２３０　　配置空間
　２３２　　底壁部
　２３３　　直立壁部
　２３４　　対向壁部
　２３５　　上壁部
　２３６　　第１の装着孔
　２３７　　肩面
　２３８　　第２の装着孔
　２３９　　肩面
　　３１　　ロールパイプ
　　３２　　スクリーン
　３２１　　スクリーンの一側
　３２２　　プルシート
　３２３　　連結部材
　　　４　　伝達手段
　４２１　　第１の歯車
　４２２　　第２の歯車
　４２３　　伝動部
　４２４　　入力軸
　４２５　　従動部
　４２６　　出力軸
　４２７　　周面
　　４４　　固定ブロック
　４４１　　挿入孔
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　４４２　　切欠
　４４３　　係止ブロック
　４４４　　従動軸
　４４５　　係止溝
　４４６　　リブ
　４４６ａ　間隔
　　　５　　回し棒
　　５１　　枢支部材
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